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　坪谷小では、ゆとりの時間を利用して植え

たもち米の刈り取りも終り、9月2日に5年

生全員で脱穀を行いました。

　脱穀は、今は殆んどの家庭で見なれなくな

った「足踏み脱穀機」を煙い、慣れない手つ

きで、一吏一束丁寧に脱穀していました。
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昭和61年10月号〔2｝、
つ

こ’、
つ

と報町

す
む
坪
谷
川
流
域
の

辰
飲
雑
用
水

施
設
整
備

を
含
む
、
受
益
戸
数
約
五
三
〇
戸
、

給
水
人
口
約
】
、
七
五
〇
人
、
一
日

最
大
使
用
水
量
八
一
三
ゴ
の
給
水
能

力
を
有
し
た
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
も
約
五
億
三
千
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
モ
デ
ル
事
業
全
体

の
中
で
も
約
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
大
き
な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
総
延
長
は
、
大
内
川
の
水
源
池
か

ら
浄
水
場
ま
で
の
導
水
管
延
長
約
二

巴
メ
ー
ト
ル
、
浄
水
場
か
ら
の
配
水

管
約
二
万
三
千
メ
ー
ト
ル
の
合
計
二

日
五
千
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
ま
す
．

　
年
度
別
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
に

水
源
取
水
施
設
の
整
備
、
六
十
一
年

度
に
浄
水
施
設
の
整
備
を
行
い
、
六

十
五
年
度
ま
で
に
遂
次
配
水
管
工
事

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
一
．

坪
谷
の
一
部
地
域
（
仲
崎
、
L
ノ
原
、

赤
井
笠
）
に
つ
い
て
は
、
六
レ
一
年

度
内
に
給
水
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
ま
た
、
こ
の
事
業
に
よ
り
消
火
栓

が
四
卜
ヶ
所
設
置
さ
れ
、
消
防
施
設

の
更
な
る
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
、

　
こ
の
施
設
の
完
成
時
に
は
、
野
菜

な
ど
の
農
業
用
施
設
へ
利
用
さ
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、

畜
産
施
設
へ
の
利
用
、
ま
た
生
活
用

水
と
し
て
も
巾
広
く
利
用
さ
れ
、
農

業
の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
が
大

き
く
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
．
．

　
町
で
は
、
昭
和
五
レ
一
年
度
か
ら

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
．

　
こ
の
モ
デ
ル
事
業
の
中
で
、
昭
和

左
十
九
年
度
に
測
試
を
行
い
、
六
十

年
度
か
ら
五
ヶ
年
計
画
で
、
坪
谷
川

地
域
を
取
り
込
ん
だ
大
規
模
な
「
営

農
飲
雑
用
水
施
設
整
備
事
業
」
に
着

手
し
て
い
ま
す
．

　
こ
の
事
業
は
、
坪
谷
川
流
域
の
坪

谷
区
、
仲
深
区
、
羽
坂
区
及
び
田
野

区
の
一
部
（
一
十
及
び
田
野
地
域
）

▲大内川の取水場

　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　み　　　ぼ　　ま

蓬癒桑二藤、．露灘．
　　▲813トンの貯水量を備えた浄水場

　　　　　　　　　　　（仲崎に建設中）

お
気
軽
に

　　

@
ご
相
談
を

秋
の
行
政
相
談
週
間

　
十
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
．
．

　
国
の
仕
事
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被

っ
た
、
役
所
の
事
務
処
理
が
間
違
っ

て
い
る
と
思
う
が
i
I
－
な
ど
、
こ
の

よ
う
な
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
疑
問

が
生
じ
た
と
き
、
相
談
に
応
じ
て
く

れ
る
の
が
「
行
政
相
談
委
員
」
で
す
。

　
委
員
は
、
国
や
行
政
に
関
す
る
相

談
を
受
け
る
と
、
必
要
な
助
言
、
関

係
行
政
機
関
に
対
し
、
適
切
な
処
置

を
う
な
が
し
た
り
し
て
、
み
な
さ
ん

の
相
談
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い

き
ま
す
．
、

　
本
町
で
は
、
仲
深
の
山
口
俊
一
さ

ん
が
委
員
に
委
嘱
さ
れ
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
．
．
ま
た
、
毎
月
の
第
三
火

曜
日
に
老
人
福
祉
館
に
お
い
て
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

第25回

　国民体育大会
　　　　　10興り9日
町民こぞって参加し、

　　楽しい一日を過ごしましょう。

　　（雨天の場合は、10月26日）

・
つこ“、

つ
と京町昭和61年10月号（3）
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昭和61年度国民健康保険税

　　　　　の課税を終えて

芭
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昭
和
六
十
一
年
度
の
、
国
民
健
康

保
険
税
（
以
下
国
保
税
と
い
う
）
の

確
定
賦
課
を
終
え
ま
し
た
の
で
、
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
国
保
税
全
体
で
対
前
年

度
比
で
】
五
％
の
上
昇
、
被
保
険
者

】
人
あ
た
り
で
も
一
五
％
の
上
昇
に

な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
国
保
税
は
、
本
年
度
中
に
見
込
ま

れ
る
医
療
費
総
額
（
任
意
給
付
費
、

保
健
施
設
費
を
含
む
）
の
う
ち
、
一

部
負
担
金
（
自
己
負
担
三
〇
％
）
、

国
庫
負
担
金
・
調
整
交
付
金
（
三
八

・
五
％
）
を
差
引
い
た
残
額
（
以
下

課
税
総
額
と
い
う
）
五
一
・
五
％
を

課
税
い
た
し
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
医
療
費
総
額
が
増

え
れ
ば
、
国
保
税
も
上
昇
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
　
一
方
、
国
庫
負
担
金

は
、
五
十
九
年
に
退
職
者
医
療
制
度

の
発
足
に
と
も
な
い
六
・
五
％
の
切

り
下
げ
（
四
五
％
か
ら
三
八
・
五
％
）

　
　
　
　
　
　
の

ら
れ
、
そ
の
分
だ
け
国
保
税
と
し
て

負
担
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
課
税
総
額
は
｝
億
五
千

七
百
三
十
二
万
三
千
円
で
、
所
得
割

声
三
五
％
、
資
産
詰
屈
一
〇
％
、
均

等
割
額
四
〇
％
、
平
等
割
額
一
五
％

に
按
分
し
、
こ
れ
を
四
月
】
日
現
在

の
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
、
固
定

資
産
税
額
、
被
保
険
者
数
、
世
帯
数

で
除
し
て
税
率
を
求
め
ま
す
。
そ
の

結
果
、
所
得
割
田
の
税
率
は
五
・
〇

二
％
、
資
産
小
額
三
一
・
三
五
％
、

均
等
割
額
一
万
六
千
八
十
七
円
、
平

昭和61年度国民健康保険税税率の算出資料1

区　　分
按分

課税総額A 所得基準額B 税率1含

所得割額 35
　　　　円
T5，063，000

　　　　　円
ｵO98．818．751 5．0210⑪応

能
割 資産割干 10 15，733，000

　　　　円
香D191．520 31．35100

応
益
割

均等割額 40 62，929．伽
　　入
R，912

一． �｠たり　円

@16．087

平等日額 15 23，598，000
　世帯
k335

あ蛎　　μ
@17．677

計 157，323，000

昭和61年度国民健康保険税の算出資料2

〔設例1〕総所得27万円以下の世帯 〔設例2〕総所得27万1円以上の世帯
（6割軽減世帯） （4割軽減世帯）

被保険者1人で総所得　　0万円、固定資産 被保険者5人で総所得102万円、固定資産

税0万円の世帯の場合 税4万円の世帯の場合

総轄得一基礎控除　　　＝課税所得 田所得一基礎控除＝課税所得

万円一260，000円　　二　　　　円 102万円一260，000円　　二760，000円

1・所得割額　円・署一　円 1・所得割額76・．…円・署一38．152円

・・資産三五　円・3｝61‘一　円 ・・資産顯・・，…円・3 pδ1‘一12，54・円

3．均等割額　　1　人×16，087円＝　16，087円 3．均等割額　　5　人×16，087円＝　80．435円

4．平等割額　1世帯×17，677円＝　17，677円 4．平等割額　1世帯×17．677円；　17，677円

算出税額　　　　　　　　　　　　33．764円 算出税額　　　　　　　　　　　148，804円

軽減額 軽減額
33，764円一18．008円；　15．756円 148，804円一34，357円＝114．447円

この世帯の国民健康保険税額は　　　15，750円 この世帯の国民健康保険税額は　　114，440　円

〔設例3〕軽減世帯に該当しない普通世帯 〔設例4〕課税限度額オーバー世帯

被保険者5人で総所得110万円、固定資産 被保険者8人で総所得456万円、固定資産

税4万円の世帯の場合 税9万円の世帯の場合

総所得一基礎控除＝課税所得 総画得一基礎控除；課税所得
110万円一260，000円＝840．000円 456万円一260，000円二4．300．000円

1・所得割額84・，…円・面一42，168円 1・所得顯・．・・。．000円・署一215，86・円

・・資産割額・・，…円・3 p61‘一12，54・円 　　　　　　　　　　　　3L352，資産割額　90．000円×　　　　　　　　　　　　　　円　28215円　　　　　　　　　　　　100

3．均等割額　　5　人×16．087円；　80，435円 3．均等割額　　8　人×16，087円＝128．696円

4．平等割額　1世帯x17，677円二　17，677円 4．平等割石　1世帯×17，677円；　17，677円

算出税額　　　　　　　　　　　152，820円 算出税額　　　　　　　　　　　390，448円

軽減額 課税限度額限度オーバー額

152，820円一　　〇円；152．820円 390．448円一370、000円二　20．448円

この世帯の国民健康保険税額は　　152．820円 この世帯の国民健康保険税額は　　370，000円

等
割
額
一
万
七
千
⊥
ハ
百
七
十
七
円
と

な
り
ま
し
た
。
（
資
料
1
）

　
こ
の
税
率
を
も
っ
て
各
世
帯
の
状

況
に
応
じ
て
国
保
税
を
算
出
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
所
得
の
な
い
世
帯
、
所
得

が
あ
っ
て
も
一
定
基
準
以
下
の
世
帯
の

場
合
に
は
六
割
軽
減
（
二
七
万
円
以
下

の
世
帯
）
、
四
割
軽
減
（
二
七
万
円
を

超
え
る
世
帯
）
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

　
又
、
所
得
、
資
産
、
被
保
険
者
等

が
多
い
場
合
に
は
、
多
額
の
保
険
税

が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
最

高
三
七
万
円
を
課
税
限
度
と
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
計
算
例
は
資
料
2

の
と
お
り
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
国
保
税
を
賦

課
し
た
結
果
、
被
保
険
者
一
人
あ
た

り
三
万
六
千
四
十
七
円
と
な
り
前
年

度
と
比
較
し
て
一
五
％
の
ア
ッ
プ
、

一
世
帯
あ
た
り
十
万
五
千
六
百
二
十

八
円
と
な
り
前
年
度
と
比
較
し
て
、

一
〇
％
の
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す

　
各
世
帯
の
税
の
中
で
こ
の
国
保
税

の
占
め
る
割
合
が
高
い
今
日
、
又
、

年
々
上
昇
す
る
中
で
各
人
の
健
康
管

理
は
も
と
よ
り
、
町
が
行
う
検
診
等

を
積
極
的
に
受
診
し
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
と
め
、
医
療
費
の
抑

制
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
税
務
課
課
税
係
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ン
ト

土
づ
く
り

　
十
月
は
、
土
づ
く
り
月
間
と
な
っ

て
い
ま
す
．
特
に
十
月
の
第
一
土
曜

日
は
土
の
日
（
十
に
一
で
土
）
と
言

っ
て
、
全
国
で
土
に
つ
い
て
の
催
し

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
土
は
、
農
業
に
と
っ
て
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
戦
前
戦
後

の
化
学
肥
料
の
少
な
い
時
代
に
は
、

各
地
で
堆
肥
検
査
や
品
評
会
が
行
わ

れ
堆
肥
が
作
物
を
作
る
う
え
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
す
が
、

三
十
年
代
の
経
済
成
長
時
代
か
ら
農

村
に
お
い
て
は
牛
馬
の
飼
育
が
減
り
、

代
わ
り
に
耕
う
ん
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー

の
機
械
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
．
、

　
一
方
、
作
物
の
栽
培
は
化
学
肥
料

に
頼
り
、
土
壌
の
地
力
は
年
々
減
少

し
、
将
来
の
作
物
栽
培
に
支
障
を
き

た
す
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
、

国
で
も
国
民
運
動
と
し
て
、
土
の
日

を
設
け
て
土
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
今
月
は
、
土
づ
く
り
の
中
で
特
に

有
機
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

と
考
え
ま
す
よ
う
に
、
有
機
物
の
果
た

す
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
．

　
養
分
の
保
給
源
は
も
と
よ
り
、
土

の
物
理
性
、
化
学
性
の
改
良
に
も
大

き
な
役
割
を
果
し
ま
す
の
で
、
有
機

物
の
施
用
は
土
づ
く
り
の
基
本
と
見

て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
．

　
毎
年
、
作
物
を
栽
培
し
ま
す
と
地

力
を
消
耗
し
ま
す
の
で
土
壌
は
や
せ

て
き
ま
す
．
、
地
力
も
維
持
も
し
く
は

増
強
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
　
（
表
一

を
参
考
）

堆
　
肥

　
．
②
完
熟
堆
肥
は
い
ま

　
方∵

跳
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し
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醸
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馨

／
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園
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麦
　
　
冒
作

墾
f
乍

稲
わ
ら

切
り
返
し

前
に
同
じ

一
、
有
機
物
に
つ
い
て

日
地
力
の
維
持

土
つ
く
り
と
い
う
と
有
機
物
の
施
用

表1

口
有
機
物
の
ち
が
い
と
土
の
中
で

　
の
分
解

　．’．読

E．’
E’ �f D’

油鶏
ｩふ
ｷん

10～15日（窒素の出方｝

①
施
用
量
が
多
い
と

　
窒
素
の
過
剰
害
が

　
で
る
の
で
肥
料
と

　
し
て
取
扱
う
。

く
な
る
。

す
と
い
け
な

　
国
速
成
堆
肥
の
つ
く
り
方

　
稲
ワ
ラ
を
使
っ
た
速
成
堆
肥
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
③
土
の
中
が
一
時
完

　
　
全
に
窒
素
欠
乏
に

　
　
な
る
。
わ
ら
と
同

　
　
時
に
ケ
イ
カ
ル
や

・
欠

／
素
〃
　
ケ
イ
鉄
を
施
す
と

膣
わ
ら
の
分
解
が
早

わ
ら
を
田
植
の
直
前
に
施

　
い
．
、

積
み
こ
み
の
前
日
　
材
料
㎜
㎏
当

材
料
の
水
か
け
　
　
り
水
5
0
ρ

↑
－
　
日

積

込

み

五　四　三　ニ　一
A　　　　　　　　、　　　　　　　　、　　　　　　　　、　　　　　　　　、

お　石　水　積　材
お灰か込料か窒けみ切

け　素　　　　　断

1石　　水
1灰　　　150

2窒　　　セ
kg素

↑
3
週
間

切
り

返
し

四　三　ニ　一
A　　　　　　　　、　　　　　　　　、　　　　　　　　、

お　石　水　切お　灰　か　りし、か　窒　け　崩

け　素　　　し

0．5石　　水

1灰　　30

諜壷

↑
3
～
4
週
間

↑
－
週
間

出
来
あ
が
り

　
四
緑
肥
作
物
の
栽
培

　
稲
や
飼
料
作
物
等
の
千
本
科
の
作

物
は
、
地
力
を
消
耗
し
ま
す
が
、
大

豆
や
レ
ン
ゲ
、
ク
ロ
バ
ー
等
の
豆
科

の
作
物
は
地
力
を
つ
く
る
作
物
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
普
通

水
稲
の
栽
培
前
に
青
刈
大
豆
の
栽
培

が
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

家
畜
ふ
ん
尿
の
成
分
（
単
位
は
％
）

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。　

た
だ
、
レ
ン
ゲ
は
一
部
養
蜂
業
者

が
無
料
で
種
子
を
配
付
し
て
い
る
も

の
を
見
か
け
ま
す
。
も
っ
と
、
地
力

を
上
げ
る
栽
培
を
考
え
、
特
に
畑
に

お
い
て
は
千
本
科
と
豆
科
作
物
を
輪

作
体
系
に
入
れ
て
、
地
力
の
維
持
増

進
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

　
最
後
に
家
畜
ふ
ん
尿
の
成
分
と
家

畜
ふ
ん
尿
の
施
用
基
準
を
表
わ
し
て

み
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
、

鶏 豚 牛
種

ブ 採 固 概 厩
口 卵 液
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肥 t

／
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離固 a

1．5 3．0 2．0 1．5 ふ液 ／

ん分
1

作

乾
鶏

0．2 0．5 0．3 0．2 ふ
燥 ん

き 牛
ゆ 削元

1 1 う 減石
　～R 万 肥 豚 割チ

合ツ

⊥
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鶏
ふ
ん

素
の

、
つ

こ“、
つ

と報町（5）昭和61年10月号

＜県共進会へ三頭出場

　延岡家畜市場で9月3日開催された、東臼
杵郡市畜産総合共進会において3頭が優等を
受賞し、10月に都城で開催される県共進会に

出場することになりました。

O肉用種々牛の部

　優等　なつこ号　　　　　　　那須利光
　1等　58もみぎ1号　　　　　　黒田成光

　1暗みやこの4号　　　　　寺田輝雄
O養豚の部
　優等　フラッシューナウアカタニ136山元ユキエ

　1等ラーソーサニーミウラ401山元，ユキエ

O高等登録群の部

　優等　きくしま号　　　　　　寺田恒夫

迄擬
鍵轟

．
蒜
・

訊
翻

勲蜘

鞠

小野田婦人会が初優勝レ
　8月31日、町中央公民館で開催された、第9

回町婦協バレーボール大会は、11チームが参加、

会員の大声援を受けて熱戦を繰り広げるなかで、

小野田婦人会が念願の初優勝を果たしました、

こうした交流を通して町婦人会員の尚一層の団

結と活躍を期待したいものです。

　　優　勝　小野田婦人会

　　準優勝　寺迫婦人会

　　第3位　八重原婦人会

　　第3位　血温婦人会

東郷町高校各種学校生

　　フェスティバル

＜

　8月23日、町中央公民館において町内高校

生によるフェスティバルが開催されました。

企画から運営まで全て高校生の手で行い、お

互いの親睦を深めるとともに最後の焼肉会で

は町長、教育長、父母の会役員、青年を始め

町内の企業からも参加、町の将来を担う若者

への期待、企業が求める入間像等について話

すなど懇親を深めました。

、
転
婆
…
幽
思

　
　
澄
丁
…
三
・
　
　
　
　
晶
’
・

女
子

男
子

準
優
勝

四
位

　
去
る
八
月
二
十
四
日
、
西
郷
村
中

央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
郡
体

で
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
本
町
選
手
は
町
民
の
期
待
に
応

え
て
大
活
躍
し
、
女
子
の
部
で
準
優

勝
、
男
子
の
部
四
位
の
成
績
を
あ
げ

ま
し
た
．
、
来
年
の
会
場
は
東
郷
町
に

な
り
ま
す
．
、
総
合
優
勝
を
目
ざ
し
て

尚
一
層
の
努
力
と
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
．
、

全
国

防
掴
運
動。⇔　智
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と報町

　
こ
の
入
選
論
文
は
宮
崎
日
日
新
聞

と
九
州
電
力
宮
崎
支
店
が
募
集
し
た
、

「
お
茶
の
間
論
文
」
テ
ー
マ
は
ふ
る

さ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
三
百
六
十
三

編
の
中
か
ら
入
選
し
た
素
晴
ら
し
い

論
文
で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
論
文

を
読
ん
で
大
変
感
激
と
親
し
み
を
お

ぼ
・
え
、
若
い
方
々
へ
是
非
と
も
紹
介

し
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
新
ひ
む
か
づ
く
り
の
心
の

大
き
い
か
て
と
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
畑
を
打
ち
な
が
ら
考
え
た
。
ど
う

し
て
み
ん
な
、
こ
の
土
地
を
離
れ
て

い
く
ん
だ
ろ
う
．
帰
っ
て
来
な
い
ん

だ
ろ
う
。
あ
れ
ほ
ど
「
山
は
い
い
、

や
っ
ぱ
り
落
着
く
ね
え
」
と
言
い
な

が
ら
帰
っ
て
来
な
い
の
は
ど
う
し
て

だ
ろ
う
一
．

　
子
の
た
め
だ
、
職
が
無
い
か
ら
と

村
を
一
人
一
人
と
去
っ
て
い
く
。
子

供
が
育
っ
た
ら
帰
っ
て
来
る
、
退
職

し
た
ら
帰
っ
て
来
る
と
言
い
な
が
ら

帰
っ
て
来
や
し
な
い
。
い
や
い
や
】

人
居
た
。
身
近
に
い
る
。
私
も
そ
の

一
人
。
U
タ
ー
ン
な
ら
ず
W
タ
ー
ン

し
て
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
て
来
た
。

　
一
度
目
は
私
が
子
供
の
頃
に
両
親

が
「
こ
の
子
た
ち
を
学
校
に
出
す
た

め
に
」
と
村
を
出
た
。
お
蔭
さ
ま
で

兄
妹
四
人
無
事
に
学
校
を
出
て
、
末

っ
子
の
私
が
二
十
才
で
学
校
を
卒
業

す
る
や
否
や
古
里
に
帰
っ
た
。
し
か

し
自
分
た
ち
の
よ
う
な
苦
労
は
さ
せ

た
く
な
い
と
、
多
額
の
教
育
投
資
を

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
に
帰
っ

て
百
姓
を
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、

い
ま
だ
に
親
不
孝
の
ス
ネ
か
じ
り
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
二
度
目
は
、
私
達
夫
婦
が
子
供
の

た
め
に
と
村
を
出
た
．
、
出
て
一
ヶ
月

　
　
た
て

目
に
楯
に
し
た
そ
の
子
を
亡
く
し
て

し
ま
っ
た
。
二
年
ほ
ど
町
に
居
て
山

に
帰
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
も
う
四
年
。
来
年
は
そ

の
子
の
七
回
忌
、
今
で
は
三
人
の
子

の
母
親
と
な
っ
て
い
る
。
子
供
達
も

こ
の
中
之
又
で
元
気
に
飛
び
は
ね
て

い
る
。
友
達
が
い
な
く
て
は
か
わ
い

そ
う
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
兄
弟
同

志
仲
よ
く
遊
ぶ
し
、
犬
や
猫
、
ミ
ミ

ズ
や
カ
エ
ル
ま
で
も
友
達
に
し
て
し

ま
っ
て
喜
ん
で
い
る
．
、
近
く
に
は
】

緒
に
帰
っ
て
来
た
友
人
一
家
が
あ
り
、

こ
こ
に
も
三
人
子
供
が
い
て
六
人
合

せ
て
静
か
な
村
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
。

　
誰
が
言
っ
た
か
「
こ
こ
の
水
ほ
ど

う
ま
い
水
は
ほ
か
で
は
飲
め
な
い
よ
」

本
当
だ
な
あ
と
水
を
ガ
ブ
飲
み
し
な

が
ら
思
っ
た
。
町
に
買
物
に
出
て
帰

っ
て
来
た
時
の
水
の
う
ま
さ
は
格
別

で
あ
る
。

　
山
の
深
い
谷
あ
い
か
ら
引
い
て
い

る
水
に
は
、
山
山
の
森
林
の
エ
キ
ス

が
溶
け
こ
ん
で
い
る
の
か
、
深
い
味

わ
い
が
あ
る
。
　
（
つ
づ
く
）

　
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動

　
　
　
東
郷
町
民
会
議
会
長

都
　
甲
　
鶴
　
男

珊黒総三思
　　　　　　　　箏
磁，結蕊蓋

父
の
事

塩
月
儀
市

　
母
が
私
を
愛
し
て
い
た
事
は
並
な

ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
私

が
唯
一
人
の
男
の
子
で
あ
り
季
っ
子

で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
私
と
い

う
も
の
が
生
れ
て
か
ら
は
、
が
ら
り

と
父
の
身
持
が
直
っ
た
と
い
う
事
が

余
程
影
響
し
て
い
た
様
に
思
う
。
そ

れ
は
を
り
／
＼
母
が
涙
を
流
し
て
私

に
語
り
、
他
に
語
る
の
を
聞
い
て
い

た
事
で
あ
る
。

　
父
は
祖
父
ほ
ど
の
人
で
は
無
か
っ

た
ろ
う
が
、
ま
た
凡
庸
の
徒
で
は
な

か
っ
た
。
熊
本
や
大
阪
で
修
行
し
て

若
く
か
ら
医
者
と
な
っ
て
い
た
。
そ

の
道
の
技
能
は
村
ば
か
り
で
な
く
、

近
郷
の
者
を
心
服
せ
し
む
る
に
充
分

で
あ
っ
た
。
　
一
点
の
邪
気
を
持
た
ぬ
、

情
に
厚
い
人
で
あ
っ
た
が
、
惜
し
い

か
な
意
志
が
極
め
て
弱
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
常
に
何
か
を
空
想
す
る

事
を
止
め
ぬ
小
さ
な
野
心
家
で
あ
っ

た
。
平
常
は
極
め
て
寡
言
、
謹
厳
な

人
で
あ
っ
た
が
、
　
一
度
酒
に
酔
う
と

思
い
の
ほ
か
の
乱
暴
を
働
い
た
。
母

な
ど
は
幾
度
も
彼
か
ら
白
刃
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
医
を
業
と
し
て
い
な
が
ら
、
多
く

は
自
宅
に
落
ち
着
か
ず
、
何
か
彼
か
、

事
業
と
い
う
様
な
こ
と
を
空
想
し
て

飛
び
歩
い
て
い
た
．
、
そ
の
周
囲
に
は

必
ず
ま
た
、
右
に
言
っ
た
濡
草
山
の

徒
が
食
っ
着
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
然
し
、
私
が
生
れ
る
時
か
ら
全
然

態
度
が
変
っ
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
、

私
の
物
心
の
つ
く
頃
に
は
も
う
殆
ん

ど
彼
は
唯
だ
一
個
の
好
々
爺
と
な
り

終
っ
て
い
た
様
で
あ
る
。
ま
た
そ
の

頃
に
は
祖
父
の
残
し
た
山
も
林
も
田

畑
も
失
く
な
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
ば
か
り
は
確
か
だ
ぞ
、
と
言

い
な
が
ら
彼
が
日
参
を
し
て
い
た
五

平
田
山
の
こ
と
を
私
は
僅
か
に
覚
え

て
居
る
．
、
五
平
田
と
は
石
炭
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
石
炭
が
出
る
と
い
う

の
で
、
私
の
ず
っ
と
奥
の
山
に
数
人

の
坑
夫
を
入
れ
て
い
た
事
が
あ
っ
た
．
．

そ
し
て
毎
日
酒
肴
の
耕
当
を
作
っ
て
、

父
は
其
処
へ
出
か
け
て
い
た
、
私
も

折
々
連
れ
て
行
か
れ
た
．
．
断
崖
に
な

っ
た
岩
山
に
穴
を
う
が
っ
て
、
と
ん
ち

　
　
　
　
　
　
つ
ち

ん
／
＼
と
い
う
槌
の
音
が
断
え
ず
響

い
て
い
る
、
そ
れ
を
父
は
四
国
沸
の
高

橋
さ
ん
と
共
に
谷
を
距
て
た
こ
ち
ら

の
山
の
木
蔭
の
小
屋
か
ら
酒
を
飲
み

な
が
ら
い
か
に
も
楽
し
げ
に
眺
め
て
い

る
の
だ
、
と
ん
ち
ん
／
＼
の
槌
の
音

の
間
に
は
折
々
轟
然
た
る
音
を
立
て
て

そ
の
岩
山
の
壊
れ
落
つ
事
も
あ
っ
た
．

▼弘化2年に建てられた牧水生家

、
つ

こ“、
つ

と報町昭和61年10月号G〕
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@
ひ
き
つ
け

東
郷
病
院

　
　
山
　
元
　
香
代
子

　
小
さ
な
子
供
の
ひ
き
つ
け
ほ
ど
、

び
っ
く
り
し
て
あ
わ
て
さ
せ
ら
れ
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
．
．
ひ
き
つ
げ
ば

決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
て
、

そ
の
可
能
性
は
ト
人
に
】
人
近
く
は

あ
る
の
で
す
が
、
だ
れ
し
も
動
転
し

て
し
ま
い
ま
す
．
．

　
ひ
き
つ
け
か
起
き
る
と
、
子
供
は

急
に
体
を
こ
わ
ば
ら
せ
、
手
足
を
突

っ
ぱ
っ
た
り
、
ガ
タ
ン
ガ
タ
ン
と
ナ

い
れ
ん
さ
せ
始
め
ま
す
．
一
点
を
見

つ
め
、
白
目
を
む
き
、
唇
の
色
が
青

★仰向しマご：齢を不萎に向‘工

　　首をうし3にのば’嫌【剰二萎び起る

■倉（

ん2
トご　（　」

ざ
め
、
意
識
は
な
く
な
り
、
い
く
ら

呼
ん
で
も
こ
た
え
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
ひ
き
つ
げ
ば
ほ
と
ん
ど

五
分
か
十
分
以
内
に
お
さ
ま
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
そ

っ
と
寝
か
せ
、
衣
服
の
ボ
タ
ン
を
は

ず
し
、
楽
に
し
て
、
じ
っ
と
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
名
卦
削
二
一
呼
ん
だ
り
、

ゆ
す
っ
た
り
す
る
と
、
逆
に
刺
激
に

な
っ
て
ひ
き
つ
け
が
長
引
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
、
舌
を
か
む
こ
と
は
ま
ず

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
わ
て
て
さ
じ

な
ど
を
か
ま
せ
た
り
、
タ
オ
ル
な
ど

を
口
に
入
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
．
．

吐
き
気
を
も
よ
お
し
て
、
窒
息
さ
せ

て
し
ま
う
危
険
陸
も
あ
る
の
で
む
し

ろ
禁
物
で
す
。

　
ひ
き
つ
け
が
、
十
五
分
以
上
も
お

さ
ま
ら
な
い
時
に
は
、
す
ぐ
に
医
師

の
手
当
て
を
受
け
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
が
、
た
い
て
い
は
五
分
か
十
分

以
内
に
お
さ
ま
る
の
で
、
ひ
き
つ
け

が
終
わ
っ
て
、
子
供
が
落
ち
つ
い
て

か
ら
、
診
療
を
う
け
ら
れ
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
．
、
ひ
き
つ
け
の
大
半
は
熱

の
せ
い
で
、
た
ち
は
悪
く
あ
り
ま
せ

ん
．
。
そ
の
熱
も
ほ
と
ん
ど
が
か
ぜ
な

ど
に
よ
る
も
の
で
、
．
兀
の
病
気
が
脳

炎
の
よ
う
な
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、

後
遺
症
の
心
配
も
い
り
ま
せ
ん
．
．
よ

く
い
わ
れ
る
熱
性
け
い
れ
ん
は
、
八

～
九
ヶ
月
か
ら
四
～
五
才
ま
で
起
こ

し
や
す
く
、
親
や
き
ょ
う
だ
い
が
起

こ
し
た
経
験
が
あ
る
と
起
こ
し
や
す

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
脳
波
な
ど
の
検
査
は
、
あ
わ
て
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
．
．
六
ヶ
月
未
満

の
子
と
か
、
そ
れ
以
上
の
主
な
ら
、

三
、
四
回
も
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た

と
か
、
一
回
の
発
作
が
十
五
分
以
上

と
か
、
熱
が
な
い
の
に
ひ
き
つ
け
た

と
か
、
発
達
の
遅
れ
が
見
ら
れ
る
と

い
っ
た
場
合
に
は
調
べ
て
も
ら
い
ま

し
よ
う
。

　
そ
の
結
果
異
常
が
な
け
れ
ば
、
ま

⑩
マ
ム
シ
咬
傷

東
郷
病
院
長

　
　
山
　
本

宏

　
マ
ム
シ
咬
傷
は
、
都
会
な
ど
で
は

近
頃
、
診
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
山
林
の
多
い
地
域
で
は
夏

に
な
る
と
時
々
、
マ
ム
シ
に
咬
ま
れ

た
患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
．
、

　
マ
ム
シ
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

殆
ど
全
国
各
地
に
分
布
し
て
い
ま
す

が
、
ハ
ブ
と
異
な
る
点
は
、
咬
ま
れ

て
も
死
亡
す
る
こ
と
が
ま
ず
無
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
　
（
死
亡
率
○
・
一

％
以
下
．
一
）
従
っ
て
、
マ
ム
シ
に
咬
ま

’
れ
た
ら
即
、
抗
血
清
を
使
用
す
る
と

い
う
方
法
は
現
在
で
は
あ
ま
り
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
勿
論
、
使
用
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

ず
は
心
配
い
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
経

過
を
み
て
、
再
度
脳
波
を
と
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
、
も
し
も
異
常
を
指
摘

さ
れ
た
ら
、
さ
ら
に
く
わ
し
い
検
査

を
し
た
り
、
そ
の
結
果
で
ひ
き
つ
け

を
お
さ
え
る
く
す
り
を
飲
ん
だ
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
不
安
ば
か

り
つ
の
っ
て
は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
に
か
く
、
両
親
そ
ろ
っ
て
、
納

得
い
く
ま
で
、
医
師
に
相
談
さ
れ
る

の
が
一
番
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
時
は
、
腫
脹
が
著

し
か
っ
た
り
、
全
身
症
状
が
強
い
と

い
っ
た
重
症
例
で
、
か
つ
、
咬
ま
れ

て
一
時
間
以
内
の
場
合
く
ら
い
で
す
．
．

そ
の
よ
う
な
重
症
例
以
外
で
は
通
常

は
、
巾
の
広
い
バ
ン
ド
な
ど
で
血
流

を
遮
断
せ
ず
リ
ン
パ
流
の
み
を
遮
断

す
る
程
度
の
圧
迫
を
行
い
、
腫
脹
部

を
切
開
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
に
抗
毒
素
、
抗
ア
レ
ル
ギ

ー
作
用
を
有
す
る
薬
剤
を
用
い
る
く

ら
い
で
す
。

　
抗
血
清
を
用
い
な
い
大
き
な
理
由

は
、
本
剤
使
用
に
よ
り
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
や
血
清
病
と
い

っ
た
重
篤
な
副
作
用
を
惹
起
す
る
可

能
性
が
高
い
た
め
で
す
。
発
熱
、
頭

痛
、
倦
怠
、
発
疹
に
始
ま
り
嘔
吐
、

け
い
れ
ん
、
さ
ら
に
重
症
に
な
る
と

呼
吸
困
難
を
き
た
し
死
亡
す
る
例
ま

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
が
マ
ム
シ
に
咬
ま
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
抗
血
清
を
用

い
な
い
根
拠
で
す
．
ま
し
て
、
単
に

不
安
だ
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
抗

血
清
を
使
用
す
る
の
は
誤
り
だ
と
思

い
ま
す
。

嫁
剛
率

　
　
私
た
ち
の
住
む
社
会
に
は
、
障
害

　
を
も
つ
人
も
、
も
た
な
い
人
も
、
子

　
ど
も
も
お
年
寄
り
も
と
い
う
よ
う
に
、

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
ま
す
。

　
地
域
に
住
む
誰
も
が
人
間
と
し
て

そ
の
人
格
が
尊
重
さ
れ
、
共
に
生
き

　
ら
れ
る
社
会
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　
ん
．
、
そ
の
た
め
に
は
、
障
害
を
も
つ

　
人
々
に
対
す
る
地
域
社
会
の
正
し
い

　
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
障
害
を
持
つ
人
も
、
も

　
た
な
い
人
も
一
緒
に
な
っ
て
語
り
合

　
い
考
え
合
い
、
体
験
し
合
い
、
理
解

　
を
深
め
る
た
め
に
、
「
ふ
れ
あ
い
広

　
場
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
．
、

　
宮
崎
県
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
に
よ
り
、
十
月
十
九
日
十
時
か
ら
県

総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
開
か
れ
ま
す
、

　
会
場
に
は
、
心
身
障
害
者
（
児
）

　
の
現
況
を
理
解
す
る
た
め
の
広
場
の

　
ほ
か
、
交
流
を
深
め
る
広
場
、
参
加

者
と
共
に
楽
し
む
広
場
な
ど
が
設
け

　
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
。

　
是
非
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

胃
p
～
が
～
チ
…
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～
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チ
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チ
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昭和61年10月号〔8〕、
つこ、

つ
と報町

回
回

如
鱒

東
郷
町
交
誼
祭

　　

@
作
品
の
募
集

　
町
文
化
協
会
で
は
、
昭
和
六
十
一

年
度
町
文
化
祭
の
出
品
作
品
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

華 写 盆 水 書 絵 寒 部
墨 菊 門

下 真 栽 画 道 画 蘭 別
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覚
き
1
0
：
0
U

日 付

11

展

11月8日～9日 1月 示
5　1 日

日日 程

〈
連
絡
先
〉

　
町
教
育
委
員
会
内
・
町
文
化
協

　
会
事
務
局

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談

（
表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、

取
引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と

い
う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い

て
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
1
0
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

⑪
囲
書
墨
髭
圏

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．
、

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
0
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
0
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
東
郷
町
女
主
　
山
口
俊
一

概
計
海
外
協
力

　　

煦
�
�
蜿
W

　
開
発
途
上
諸
国
の
国
づ
く
り
に
積

極
的
に
参
加
す
る
協
力
隊
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
．

（
応
募
資
格
V

　
満
2
0
歳
か
ら
3
5
歳
ま
で

〈
募
集
期
間
＞

　
1
0
月
1
5
日
～
1
1
月
3
0
日

〈
派
遣
期
間
＞

　
2
年
間

（
派
遣
職
種
〉

　
農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操
作
、

　
土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文

　
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
約
㎜
職
種

（
募
集
説
明
会
＞

　
1
0
月
2
9
日
　
1
8
時
3
0
分
～

　
延
岡
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
問
い
合
わ
せ
V

　
県
総
務
部
総
務
課
外
務
係

　
豊
〇
九
八
五
（
二
四
）
「
一
一
「

赤
い
羽
根

　　

@
共
同
募
金

10

獅
P
日
～
1
2
月
3
1
日

　
今
年
も
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
」
が
、
十
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。　

こ
の
募
金
運
動
は
、
全
国
の
身
よ

り
の
な
い
子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
心

身
に
障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
民
間
の
福
祉
施
設
（

老
人
ホ
ー
ム
や
養
護
施
設
な
ど
）
や

福
祉
団
体
（
市
町
村
の
福
祉
協
議
会

な
ど
）
に
、
そ
の
活
動
資
金
を
提
供

す
る
た
め
の
募
金
運
動
で
、
全
国
規

模
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
助
け
合
う

心
を
赤
い
羽
根
に
た
く
し
て
、
ぜ
ひ

こ
の
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
．
．

今
月
の
税
金
等

国
民
健
康
保
険
税
五
期

町
県
民
税
三
期

善
葱

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
仲
深
の
大
石
敏
夫
さ
ん
か
ら

　
（
ア
サ
さ
ん
・
9
1
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
中
村
ヒ
フ
ミ
さ
ん
か
ら

　
（
誠
「
さ
ん
・
6
2
歳
ご
死
去
）

◎
福
分
の
松
葉
千
蔵
さ
ん
か
ら

　
（
｛
呂
砥
m
さ
ん
・
7
9
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
畝
原
昂
さ
ん
か
ら

　
（
和
子
さ
ん
・
5
9
歳
ご
死
去
）

齋
四
国
藤
藤
薬
諏
藩
轡
藝
磯
趨
聯
毒

鰭
　
　
叢
灘
羅

蘇
紫
暴
潔
薬
口
口
藩
暴
藁
艇
藁
轟
毎

（
八
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

中 清 甲 谷 赤
口 ち

野 水 斐 や

秀 由 み
ど

ん
の

朗 香 学 り 名

文 邦 重 繁 父

の
朗 彦 光 幸 名

仲 羽 八 福 住
重

深 坂 原 瀬 所

結
婚
お
幸
せ
に

日

向
市

田

野

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

佐 高 大 中 松 川
氏

藤 山 石 村 葉 口

惣 ヨ ア 誠 宮 キ

吉 シ サ 一 治 ク
名

89 84 91 62 79 83 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

迫 八 鶴 福 福 迫 住
野 重 野 野
内 原 内 瀬 瀬 内 所
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